
作成年月日

⑩ 小天 地域 令和3年2月24日

１　対象地域の現状

658.5 ha

448.1 ha

133.9 ha

56.3 ha

19.3 ha

16.4 ha

２　対象地域の課題

３　対象地域内における中心経営体への農地集積及び耕作地集約化に関する方針

中心経営体の現状・今後の農地の引き受け意向　　　（ha）

12 経営体

引き受け意向のある中心経営体数 中心経営体の現状耕作面積

32.1

中心経営体である認定農業者及び認定新規就農者への集約及び農地受入れを推進する。
特に利便性の高い農地を中心に集積・集約を行う。

離農者の増加及び管理不足による、耕作放棄地の増加が原因となり、病害虫の発生及び鳥獣被害が深刻な課
題となっている。
また、耕作者同士の情報共有が難しく、地域コミュニティも低下している。
さらに、農地の石垣の崩壊及び農道の整備不足により、利便性の悪い農地も多数存在する。

②アンケート調査等に回答した地域内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計

実質化された人・農地プラン

対象地域名 直近の更新月日

令和3年9月2日

①地域内の耕作面積

玉名市

市町村

③地域内における70才以上の農業者の耕作面積の合計

うち後継者のいない農業者の耕作面積の合計

うち後継者について未定の農業者の耕作面積の合計

④地域内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計

（備考）
　アンケート実施年度：令和元年度
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